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緒 言
　Bacillus-Calmette-Guerin(BCG)膀胱 内 注 入 療 法
は,1976年のMoralesら1)の報 告 以 降,表 在 性 膀胱
癌 ・膀胱 上皮 内癌(CIS)に対 す る治 療 として広 く行
われているが,全 身結核や萎縮膀胱 な どの重 篤な副作
用 も報告 され てい る.萎 縮膀胱 は難 治性 であ り膀 胱全
摘 を余儀 な くされ た症例 も報告 されている2)今 回わ
れわれはBCG膀 胱 内注 入療 法後の萎縮膀胱 に対 し,












pT2aであった.上 皮内癌 に対する治療 として2004年
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2月 よ りBCG　80　mg(Tokyo　172株)膀胱 内注 入療 法
を週1回,計6回 施行 した.
　BCG膀 胱内注入 療法3回 目 より排 尿時痛 ・頻尿 を
訴 えたが,抗 コリン剤,非 ステ ロイ ド抗炎症薬 を併用
し6回 まで行 った.膀 胱 内注 入療法 終 了後 も排尿 時
痛　頻尿 は増悪 し排尿頻度 は1時 間 に1回 まで増 加,
1回排尿量 は30～50mlま で減少 した.
　検査所見:血 液一般,生 化学検査 では異常 を認めな
か ったが,尿 沈渣で は　RBC　lOO以上/F,　WBC　lOO以
上/F,細菌 ÷血膿尿で あった.尿 結核菌培養 は陰性,
尿細胞診 はclass　lであった.
　膀胱鏡所見:明 らか な腫瘍性病変 はなか ったが粘膜
には毛細血管が発達 してお り,還 流液 を注入す ると五
月雨状出血 を認め 間質性膀胱炎様で あった(Fig.1).
　画像検 査所見:MRIで は膀 胱壁全 体の壁 の肥 厚 を
認め た(Fig.2).
　以上 よ りBCG膀 注 に伴 う萎縮膀胱 であ ると診断 し
た.
　治療経 過:2004年4月よ り抗 結核薬Isoniazid(300
mg/日)投与 を開始 したが,排 尿時痛 ・頻 尿 ともに軽
快せず,Rifampicin(450　mg/日)およびPrednisolone
(40　mg/日)の追加 投与 を行 った.排 尿時痛 は軽 減 し
たが頻尿 は軽快せず,膀 胱容量 は約50mlで あった,
　2004年9月2日膀胱容量 の増大 を目的 に水圧拡 張術





　 　 　 　 representativc　vascular　events　like　inter-
　 　 　 　 stitial　cystitis.　(B):Petechial　blceding







拡張 し,麻 酔下 での膀胱容量 は250mlから350　mlま
で増加 した.術 後3日 目に尿道バルー ンカテーテルを
抜 去 した.排 尿 時痛 は消失 し排尿 頻度 は3時 間 に1
回,1回 排尿 量 は100～200　mlと症 状 の 改善 を認 め
た,現 在術後5カ 月経過 してい るが,排 尿時痛な く排



















往,術 直後のBCG注 入や広範なTUR後 のBCG注
入などが萎縮膀胱の危険因子 と言われている.
　萎縮膀胱に対する治療 として一般的には抗結核薬の
投与やステロイ ド療法が行われている.し か し,これ
ら内服薬による治療法が無効で不可逆性の萎縮膀胱か
ら膀胱全摘に至った症例 も報告されている2)萎縮膀
胱に対 して水圧拡張術 を施行 した例は現在の ところ1
例も報告されていない.
　木村ら7)は萎縮膀胱 をBCGに 対す る過敏反応であ
るとして,重 度の膀胱刺激症状 に対 しては早期にステ


















張術が有効であった1例 を経験 したのでこれを報告 し
た,水圧拡張術前 には悪性所見および結核菌感染のな
　　　　　　　　　　　　　　澤 田:
いこ とを十 分に確 認す る必要が ある と考 え られた,
　本論文の要旨は第226回日本泌尿器科学会東海地方会で発
表した.





2)田中　学,角 井　徹,広 本 宣 彦,ほ か:BCG膀
　　胱 内注 入後 の萎縮 膀胱 に膀 胱全 摘 を施行 した1
　　例.西 日泌尿58:288-290,1996
3)イムノブ ラダー膀胱 内注入療法 にお ける副作用 と









6)赤 座 英 之:BCG膀 胱 内 注 入 療 法 と 副 作 用.
　 BCG　 BRM療 研 会 誌23:59-65,1999
7)木 村 恭 祐,松 浦 　 治,磯 部 安 朗,ほ か:BCG膀
　 注 後 の 重 度 膀 胱 刺 激 症 状 に ス テ ロ イ ドが 奏 効 した
　 　 1例.日 泌 尿 会 誌94:574-577,2003
　　　　　　　　　　(Received　on　April　5,2005Accepted　on　August　9,2 05)
